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■保険料の月払に関する特約■



前条 (１) の保険料の払込期日および払込猶予期間は、次のとおりとします。

（注１）更新契約の場合は、更新日の前日とします。

第３条 （保険料の払込期日および払込猶予期間）

初回保険料 第２回目以降保険料
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(１) 当会社は、保険契約者が前条に規定する払込猶予期間の満了日までに保険料の払込み
　　を怠った場合には、その払込猶予期間の満了日の翌日以後に生じた事故による損害に
　　対して、保険金を支払いません。なお、被保険者が保険料払込み前に生じた事故による
　　損害に対して保険金の支払を受ける場合には、その支払を受ける前に、保険契約者は、
　　事故発生日までの期間に対応する未払込の保険料の全額を当会社に払い込まなければ
　　なりません。ただし、保険契約者および被保険者からの申し出があった場合には、支払
　　保険金から未払込の保険料相当額を差し引いて保険金を支払うことができるものとします。

第４条 （保険料払込み前の事故）

払込期日 払込猶予期間 払込期日 払込猶予期間

保険期間開始日
の前日 (注１)

払込期日が属する
月の翌々月末日

初回保険料の払込期日
の翌月以降毎月の
応当日 (注２)

払込期日が属する
月の翌々月末日

（注２）応当日がない場合は、月の末日とします。

(２) 更新契約の初回保険料が前条に規定する払込猶予期間の満了日までに払い込まれなか
　　った場合には、当会社は、この保険契約の更新を行わないものとします。

　　第３条（保険料の払込期日および払込猶予期間）に規定する払込猶予期間の満了日ま
　　でに、保険料の払込みがない場合の保険契約の取扱は次のとおりとします。
　　　①初回保険料の場合
　　　　この保険契約は保険期間開始日 (注 ) に遡って成立しなかったものとし、当会社
　　　　は、その旨を保険契約者に通知します。
　　　②第２回目以降保険料
　　　　この保険契約は、払込猶予期間の満了日の翌日から失効するものとし、当会社は
　　　　、その旨を保険契約者に通知します。
　　　(注 ) 更新契約の場合は、更新日とします。 

第５条 （保険料不払の場合の保険契約の不成立または失効）

(１) 普通保険約款第 40条（保険料の返還－解約または解除の場合）および第 41条（保
　　険料の返還－無効または失効の場合）(２) の規定にかかわらず、普通保険約款の規定
　　により、保険契約が解約、解除または失効となった場合においても、当会社は、既に
　　払い込まれた保険料は返還しません。ただし、解約日、解除日または失効日の属する
　　月の翌月以降の保険料が既に払い込まれているときには、その保険料を返還します。
(２) 普通保険約款第 36条（保険金額の調整）(１) の規定により、超過部分の保険契約が
　　取り消された場合には、既に払込まれている保険料については、普通保険約款第 43
　　条（保険料の返還－保険金額の調整の場合）(１) の規定により返還するものとし、
　　その後の保険料については、減額後の家財保険金額に相当する保険料を適用します。
(３) 普通保険約款第 36条（保険金額の調整）(２) の規定により、保険契約者が家財保険
　　金額の減額を請求した場合には、普通保険約款第 43条（保険料の返還－保険金額の
　　調整の場合）(２) の規定にかかわらず、請求日の属する月の翌月以降に対応する保険
　　料から減額後の家財保険金額に相当する保険料を適用します。

第６条 （保険料の返還等）

　　普通保険約款第 22条（保険金支払後の保険契約）(１) の規定により、この保険契約
　　が終了する場合は、保険契約者は、保険金の支払を受ける前に、この保険契約の未払
　　込保険料の全額 (注 ) を一時に当会社に払い込まなければなりません。ただし、保険
　　契約者および被保険者からの申し出があった場合には、支払保険金から未払込保険料
　　相当額を差し引いて保険金を支払うことができるものとします。
　　(注 ) この保険契約において払い込まれるべき保険料の総額から、既に払い込まれた
                   保険料の合計額を差し引いた額をいいます。

第７条 （保険契約終了時の未払込保険料の払込）

　　この特約に定めのない事項については、この特約の趣旨に反しないかぎり、普通保険
　　約款およびこれに付帯される特約の規定を準用します。

第８条 （準用規定）



■保険料の保証会社払いに関する特約■

この特約において使用される次の用語は、それぞれ次の定義によります。

用語

普通保険約款 家財総合保険普通保険約款をいいます。

保証委託契約等 保険契約者と保証会社との間で締結された保証委託契約等
で、保証の対象に保険料が含まれているものをいいます。

保証会社 当会社または当会社の代理店と提携する家賃保証会社をい
い、保証会社が委託する収納代行会社を含みます。

保険料払込期日 保険契約の区分に応じて次の日をいいます。
新規契約：保険期間開始日の前日
更新契約：更新前の保険契約の保険期間満了日

保証会社払い 保険契約者が、保証委託契約等に基づき、保証会社に対
して保険料の立替払（注）を委託することにより、当会
社に保険料を払い込む方法をいいます。
(注 ) 保証会社による一時的な立替払であり、保険契
約者が保険料の支払義務を免れるものではないため、
保険料相当額の払込みを怠った場合は、保険契約者は
保証会社からの求償を受けます。

定義

＜用語の定義＞
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第 1条 （特約の適用）
この特約は、保険契約者が保険料の払込方法 (経路 )として保証会社払いを選択し、当会社がこれ
を承認した場合に適用します。ただし、保険契約者と保証会社の間で保証委託契約等が締結され
ている場合に限ります。

第２条 (保険料の払込み )
（１）この特約が付帯された場合には、保険契約者は保証会社払いによって保険料を払い込むもの
とし、当会社または当会社の代理店が保証会社へ保証会社払いが可能であること等の確認を行っ
たうえで、当会社または当会社の代理店が保証会社払いによる保険料の払込みを承認した時に、
保険契約者が当会社に保険料を払い込んだものとみなします。
（２）(１) の規定は、当会社が保証会社から保険料相当額を領収できない場合には適用しません。
ただし、保険契約者が保証会社に対してこの保険契約にかかわる保険料相当額を既に払い込んで
いる場合には、その保険料が当会社に払い込まれたものとみなして (１) の規定を適用します。
（３）(２) の当会社が保証会社から保険料相当額を領収できない場合で、保険契約者が保証会社に
対して、この保険契約にかかわる保険料相当額を払い込んでいない場合または (１) の保証会社へ
の確認において、保証会社から保証会社払いが可能である旨の回答が得られなかった場合には、
当会社は、保険契約者に保険料を直接請求できるものとします。

第３条（保険料払込み前の事故）
（１）前条 (３) の規定により、当会社が保険契約者に保険料を直接請求する場合において、保険料
払込期日までに保険料の払込みがない場合には、保険契約者は、保険料を保険料払込期日の属す
る月の翌月末日（注）までに当会社に払い込まなければなりません。
（注）保険料の払込みがなかったことについて、保険契約者に故意または重大な過失がないと当会
社が認めた場合には「翌々月末日」とします。
（２）当会社は、保険契約者が前項に規定する日までに保険料を払い込んだ場合には、保険料払込
み前に生じた事故による損害に対して、普通保険約款第２条 (保険責任の始期および終期 )（３）
の保険料領収前に生じた事故の取扱いに関する規定および第 45条 ( 保険契約の更新 )の保険契約
が更新されない旨の規定を適用しません。
（３）（２）の規定により、被保険者が保険料払込み前に生じた事故による損害に対して保険金の
支払を受ける場合には、その支払を受ける前に、保険契約者は保険料を当会社に払い込まなけれ
ばなりません。ただし、保険契約者および被保険者からの申し出があった場合には、支払保険金
から未払込の保険料相当額を差し引いて保険金を支払うことができるものとします。

第４条（保険料不払の場合の保険契約の不成立）
前条（１）に規定する日までに、保険料の払込みがない場合には、保険契約は保険期間開始日（注）
に遡って成立しなかったものとみなし、当会社は、その旨を保険契約者に通知します。
(注 ) 更新契約の場合には、更新日とします。

第５条（準用規定）
この特約に定めのない事項については、この特約の趣旨に反しないかぎり、普通保険約款および
これに付帯される他の特約の規定を準用します。




